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(2 )刺 激:条件刺激には 1-- 2 c/sのクリック音を用いた。慣れ工作の際には，乙れを単独で数十分
以上連続して動物に与えた。条件付けの際は，無条件刺激として，閃光叉は後肢電撃を組合せた。
( 3) 記 録:クリックに同期して掃引するブラウン管上で誘発電位を観察し，連続 5 .......， 10個の記録を
重複撮影した。同時に通常脳波をインク描記で記録し，背景脳波の態度を見た。
E 結果
( 1 )皮質誘発電位の分布とその形の相違:誘発電位の型は 3大別される。即ち一般型(陽，陰，陽，陰
の 4 相性電位) ，特異性(陰性単相電位) ，及び陽性型(陽性単相電位)である。一般型は出現部位が，























































( 2 )刺 激:条件刺激には 1 ~ 2 c/sのクリック音を用いた。慣れ工作の際には，これを単独で数十分
以上連続して動物に与えた。条件付けの際は，無条件刺激として閃光叉は後肢電撃を組合せた。
( 3 )記 録:クリックに同期して掃引するブラウン管上で誘発電位を観察し，連続約10個の記録を重
複撮影した。同時に通常脳波をインク描記で記録し，背景脳波の態度を見た。
盟結果
( 1 )皮質誘発電位の分布とその形の相違:誘発電位の型は 3 大別される。即ち一般型 (1湯，陰，陽，陰
の 4 相性電位) "特異性(陰性単相電位)及び|場性型(陽性単相電位)である。これ等 3 型とも従来よ
り知られている聴領野に限局し，一般型は出現部位が， Gyrus sylvius ，及ぴ、Gyrus ectosylvius ，特異型
は Gyrus ectosylvis medius に認められた。陽性型は特異型と略同じ領域に出現したが，後述の如く，
一般型のー亜型と考える理由があった。
( 2 )誘発電位の慣れ変化:慣れ工作を行うと，誘発電位に慣れ変化を生じる。即ち一般型は重複記録が




































うになり，且つ第 2 反応より先きに現れ，後には第 1 反応も現れるようになった。
(4) 興奮剤，及び制止剤の使用は，一般に夫々誘発電位の興奮性変化或いは制止的変化を生じたD
要するに著者は本論文に於て条件結合が脳幹の非特殊投射系の活動によって始められることを皮質誘発
電位の分析によって明らかにしたのであり，この条件反射の研究に新領域を示したものと云える。
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